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● 誤った使い方をしたときに生じる危険の程度を、次の表示で区分して、説明しています。

死亡や重傷などの危険のおそれがあるものです。

傷害や家屋などの損害のおそれがあるものです。

● お守りしていただく内容を、次の図記号で説明しています。

絶対に行わな
いでください

絶対に水にぬ
らさないでくだ
さい

気を付けてくだ
さい

絶対に触れな
いでください

絶対にぬれた
手で触れない
でください

必ず指示に従っ
てください

変なにおいがしたり、内部に物が
入ったときなど、異常や故障が
あった時は、直ぐに電源プラグを
抜く

火災や感電の原因になります。
直ぐに電源を切り、コンセントから
電源プラグを抜いて、販売店に修
理のご相談をしてください。

ACアダプター、電源コードを傷つ
けない
・無理に曲げない
・ねじらない
・引っ張らない
・物をのせない
・束ねない

火災や感電の原因になります。
ACアダプターや電源コードの修
理は販売店にご相談ください。

絶対に分解し
ないでください

浴室や台所な
どで使わない
でください。

必ず電源プラ
グをコンセント
から抜いてくだ
さい

必ずAC100Vで、タコ足配線を
しないで、お使いください

火災や感電の原因になります。

ACアダプターは水にぬらさない

火災や感電の原因になります。
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I / 安全にお使いいただくために
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雷が鳴ったら、本体、ACアダプ
ター、電源プラグ、アンテナ線に触
れない

感電の原因になります。

ぬれた手で電源プラグの抜き差
しをしない

感電の原因になります。

内部に物や水を入れない

火災や感電の原因になります。
お子様に注意してください。
内部に物が入ったときは、販売店
にご相談ください。

分解・改造をしない

感電や火災の原因になります。

破損した場合は、電源プラグを抜
いて、使わない

落としたり、ぶつけたりして破損し
た場合は、直ちに電源プラグを抜
いて、使わないでください。
火災や感電の原因になります。

電池は、幼児の手の届くところに

置かない

誤って飲み込むと、窒息する危険
があります。

不安定な場所に置かない

落ちたり、倒れたりしたときに、け
がの原因になります。

風通しの悪いところに置かない

内部に熱がこもると、火災や故障
の原因になります。

温度が高いところや、湿気が多い
ところでは使わない
・直射日光の当たる場所
・車の中
・ストーブの近く
・浴室や台所

火災や感電の原因になります。

電源に接続した状態で移動させ
ない

ACアダプター、電源コードが傷つ
き、火災や感電の原因になります。

必ず付属専用ACアダプターを
使う

付属品以外のACアダプターを使
用すると、火災や感電の原因にな
ります。

コンセントの抜き差しは、電源
プラグを持って行う

電源コードの傷や断線が起こる
と、火災や感電の原因になります。

長時間使わないときや、お手入れ
のときは、コンセントから必ず
電源プラグを抜く

火災や感電の原因になります。

電源プラグのほこりを定期的に
とる

火災や感電の原因になります。

を持つ



 
 
 

 
 
 

本製品は、2.4GHz帯の周波数帯域を使用しております。同じ周波数帯域を使用する他の
機器との電波干渉を避けるために、下記注意事項をお守りください。

・本製品は、電波法に基づく技術基準適合証明を受けております。無線局の免許は不要です。
・本製品に、次の行為を行うことは電波法で禁止されています。
　・分解や改造を行う
　・本製品に表示されている技術基準適合証明ラベルを消したり、はがしたりする。
・使用可能範囲
  約１０ｍ以内の範囲で、接続するBluetooth®機器をお使いください。
  本製品と接続するBluetooth®機器の間に障害物がある場合や、建物の構造などによって使用  
  可能範囲は短くなる場合があります。
・他の機器との電波干渉
  電子レンジ、デジタルコードレス電話、その他の2.4 GHz帯を使用する機器の近くで使用する  
  と、音声の途切れや通信速度が遅くなることが有ります。このような場所でのご使用はお控えく
  ださい。
・通信時に発生した情報の漏えいについては、当社では一切の責任を負えないことをご了承くだ
  さい。

本製品の使用周波数帯域では、電子レンジなどの産業・科学・医療機器のほか、工場の
製造ラインなどで使用される移動体識別用の構内無線局（免許が必要な無線局）、特定
小電力無線局（免許が不要な無線局）およびアマチュア無線局（免許が必要な無線局）
が運用されています。
１．本製品を、ご使用される前に、近くで移動体識別用の構内無線局、特定小電力無線局
　およびアマチュア無線局が運用されていないことを確認してください。
２．万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に対して、有害な電波干渉の事例が発
　生した場合には、本製品の電源を切り、当社相談窓口にご連絡いただき、混信回避の
　ための処置（例えば、パーテーションの設置など）についてご相談ください。
３．その他、本製品から移動体識別用の特定小電力無線局またはアマチュア無線局に対
　して有害な電波干渉の事例が発生した場合や、ご不明な点が発生した場合は、当社
　相談窓口にお問い合わせください。

Ⅰ. 1 / 電波に関するご注意
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 Ⅱ/ CUBEについて

Ⅱ. 1 / 同梱物

01 - 取扱説明書と保証情報
02 - 3.5mmステレオプラグ付き2極コード
03 - 電源コード
04 - 棚板　×1
05 - La Boite concept CUBE本体
06 - 脚　×2



Bluetooth  ペアリングボタン®
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Ⅱ. 1 / 概要

コントロールパネル

01 - 電源スイッチ
02 - SOURCE / WAKEボタン
03 - 
04 - LEDランプ（音源表示）
 a. Bluetooth®
 b. オプティカル
 c. Auxiliary1(JACK)
 d. Auxiliary2(RCA)
05 - ボリュームコントローラー
06 - 低音ボリュームコントローラー
07 - 高音、高周波コントローラー
08 - ミニジャック3.5 mm AUX1プラグ

1

3  4a             4b 4c 4d

5 6 7 82
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CUBE下部のパネル

09 - RCAオーディオ、AUX2plug
10 - オプティカルプラグ
11 - 110 / 220v電源プラグ
12 - シリアル番号
13 - 警告

OPTICAL INAUX 2

!"#$
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100-240V~
50-60Hz
200W

WARNING!

CAUTION!

SHOCK HAZARD. DO NOT OPEN. TO REDUCE RISK OF FIRE OR
ELECTRIC SHOCK DO NOT EXPOSE THIS EQUIPMENT TO RAIN
OR MOISTURE.

TO REDUCE THE RISK OF ELECTRIC SHOCK DO NOT REMOVE
COVER.
NO USER SERVICEABLE PARTS INSIDE. REFER SERVICING TO 
QUALIFIED SERVICE PERSONNEL.

 9

 10         11

12

13
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Ⅲ / 脚の取り付け方法

パッケージからすべての部品を取り出します。本製品を返品
する場合に備えて、元の梱包材を保管しておいてください。

01 - キャビネットを横に置き、脚のネジをキャビネットの金
属板のネジ穴に合わせます。
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02 - 脚の上部とキャビ
ネットの上部の位置を
合わせるために、脚を
キャビネットの
側面に平行に押  
し込みます。

03 - 最後に、2つのブラケットを
カートン付属のネジで締めます。

04 - もう一方の脚についても、同様の手順で組み立てます。
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Ⅳ /  クイックスタート

Ⅳ. 1 / CUBEの設置に理想的な場所

従来のアコースティックスピーカーは、縦方向、横方向のどちら
にも、理想的な視聴範囲が制限されています。フィルタリング機
能やアコースティックバッフルのパターン、さらに背面のスピー
カー位置のおかげで、CUBEはどこに座ろうと、移動しても、最
適なサウンドを楽しむことができます。また、CUBEは忠実度の
高い低音を届け、パーティーのような大人数での高音リスニング
体験を楽しめるよう、設計されています。

部屋いっぱいにサウンドを満たす 

CUBEはお部屋のどの場所に設置しても、その性能を十分に発揮し
ます。壁の近くに配置する必要はありません。キャビネットの2つ
のリアスピーカー用のスペースの設計により、音がCUBEに直接反
映され、高品質のステレオリスニングと、座っていてもCUBEの近-
くにいるかのような没入感のあるサウンドをお楽しみいただけます。



   「Wide Stereo Sound®」（特許出願中）の空間化技術は、
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リスナーが一人であっても大勢でも、座っていようと立っ
ていようと、スピーカーの付近にいるかどうかに関わらず、
あらゆる環境でステレオサウンドと均一な音質を生み出す
ために実施した研究の成果です。
CUBEではリスナーの移動を最大限可能にした他に、この
研究を通じて、部屋の位置に関わらずデバイスのサウンド
を保持する面でも成果を挙げ、ユーザーが直面する設置場-
所についての制約を減らすことができました。
そのため、リスナーはステレオサウンドを体験して楽しむ
ために中央に立っている必要は
ありません（また、複数のリスナーが同時にステレオサウ
ンドの広がりを楽しむことができます）。さらに、CUBE
は室内の壁に応じて対称的に配置する必要はありません。
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Ⅳ. 2 / 電源のON/OFF

01 -  CUBEの下にある電源ケーブルプラグに電源コードを
挿入します。

02 - 電源コードをコンセントに接続します。

03 - CUBEスピーカーシステムをONにするには、ON / OFFスイ
ッチを切り替えます。
Bluetooth®LEDライトが白く点滅し始めます。 .

04 - CUBEがONの状態になります。



14

Ⅳ. 3 / 音源を選択する

01 - SOURCE / WAKEボタンを押して、音源を選択、また
は接続済みの音源を切り替えます。

02 - LEDランプが点灯し、選択した音源を表示します。

接続の順序（左から右）：
 - Bluetooth®
 - オプティカル
 - AUXILIARY1：3.5mmジャック
 - AUXILIARY2：RCA



- お手持ちのデバイス（コンピューター、タブレット、

CUBEのBluetooth 4.0レシーバーには、高音質のサウンド
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Ⅴ /  CUBEとデバイスの使用

Ⅴ. 1 / Bluetooth®接続

CUBEには、最新世代のワイヤレスBluetooth® が搭載されていま
す。この技術によりコンピューターやタブレット、スマート
フォンからワイヤレスでLa Boite conceptのスピーカーに
音楽を送ることができます。

をワイヤレスで聴くためのapt-xソフトウェア、リファレン
スコーデックが搭載されています。

この接続を使用するには、次の操作が必要です。

01 - CUBEをONにします。.

02 - Bluetooth®LEDが点灯するまでSOURCE / WAKEボ
タンを押して、Bluetooth®を音源として選択します。　

03 
またはスマートフォン）のBluetooth® 機能を有効にします。　

04 - AIRボタンを押します。 CUBEのLEDライトが白くすば     
やく点滅し始めます。



- コンピューター、タブレット、またはスマートフォンをCUBE
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05 - デバイスで、リストの中からCUBEを選択します。 LED
ライトが安定した白色に変わります。 

以上の操作で、CUBEから半径およそ10メートルの範囲で音源（コ
ンピューター、タブレット、スマートフォン）のプレイリストを再生
することができるようになります。

注記：

 
と一度ペアリングすれば、本製品はそれ以降Bluetooth® デ
バイスのリストに表示されるようになります。

- 新しいデバイスをペアリングする場合は、ペアリン
グボタンをもう一度押して、上記の手順を繰り返しま
す。
- CUBE は最大6つのデバイスをメモリーに保存することができ
ます。
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Ⅴ. 2 /   ケーブルの接続

オプティカル：
オプティカルオーディオデジタル入力

オプティカル入力を使用して、CUBEにテレビ、ハードディスク
プレイヤー、ストリーミンプレイヤー、ストリーミングプレイ
ヤー、衛星放送受信機、ケーブル放送受信機を接続できます。
オプティカル入力はPCMステレオにのみ対応しています。
接続されたデバイスが5.1ch音声（または類似のサラウンドサ
ウンド）を送信すると、CUBEは機能しません。

この接続を使用するには、次の操作が必要です。

01 - CUBEの電源をONにします。.

02 - LEDが点灯するまでSOURCE / WAKEボタンを押して、
オプティカルを選択します。

03 - オプティカルオーディオケーブルを音源のオプティカル
オーディオ入力に接続します。



AUX1 LEDが点灯するまでSOURCE / WAKEボタン
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AUXILIARY1：
3.5mmステレオプラグ

CUBEを携帯電話、音楽プレーヤー、タブレットなどの音源
に接続するには、3.5mmジャック入力を使用します。 
tablet.

01 - 
を押して、音源にAUX1を選択します。

02 - オーディオケーブルをCUBEと音楽デバイスのオーディ
オ出力に接続します。

AUXILIARY2：
RCAアナログ入力

CUBEをCDプレーヤーやターンテーブル（プリアンプ）など
の音源に接続するにはRCA入力を使用します。

01 - AUX2 LEDが点灯するまでSOURCE/ WAKEボタンを
押して、音源にAUX 2を選択します。

02 - オーディオケーブルをCUBEと音楽デバイスのオーディ
オ出力に接続します。



VII / WHAT TO DO ?

に液体が入ると電気系統の故障や火災を引き起こす可能性が
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 Ⅵ / こんな時どうする？

Ⅵ. 1 / CUBEのクリーニング

クリーニングする前に、コンセントからから電源プラグを抜
いてください。クリーニングには必ず乾いた布を使用してく
ださい。 清掃用のアルコールまたは液剤を使用しないでくだ
さい。どちらも塗装を傷つける恐れがあり、内部の電子部品

あります。

Ⅵ. 2 / 電源が入らない

ACケーブルがしっかりと接続されているか確認します。
プラグがコンセントに完全に差し込まれ、通電していること
を確認します。パネル上部の白いLEDをチェックして、デバ
イスのスイッチがONになっていることを確認します。

Ⅵ. 3 / 音が出ない

ボリュームが聞こえるレベルまで上がっていることを確認し
ます。
使用可能な入力音源が選択されていることを確認します。
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Ⅵ. 4 / 音が歪む、または異音がする

ミュージックリーダーの接続を確認します。すべての接続ケ
ーブルが正しく差し込まれていることを確認してください。
特にアース／保護シールドの接続部分に注意して確認します。
ケーブルが良好な状態であることを確認します。

Ⅵ. 5 / バックグラウンドノイズと電波障害

電波障害を発生させる可能性のある他の電化製品から本製品
を離してください。



VIII / TECHNICAL SUMMARY
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 Ⅶ / 技術概要

技術データ Wide Sound®ステレオフォニーを備えた2.1-
アクティブスピーカー

概要 すぐに使用できるシステム。 CUBEを操作す
るのに必要なプラグは1つだけです。

スピーカー 2 x 8 cmミディアム/ツイーターワイドサウンド®
1 x 13cmダブルバスレフウーファー/ミディアム

周波数の範囲 20 Hz ~ 20 KHz

アンプワット
RMS

1 x 50 ワット RMS
2 x 25 ワット RMS
Total: 8 Ωで100 ワット 

電源 AC 100 - 240 V  /  50-60Hz

スタンバイ 信号なし10分スタンバイ
消費電力0.5W



22

音源 Bluetooth® Apt-X
オプティカル：オプティカルオーディオデジタル入力
Aux1：3.5mmステレオプラグ
Aux2：RCAアナログ入力

寸法

重量
高さ 468 mm, 長さ 493 mm, 奥行 350 mm
13.2 Kg
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